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要約 

本論文では、ドイツのアウトバーン網への投資が西ドイツ地域の労働市場のパフォーマ

ンスに与える影響を分析する。内生性と逆因果の問題に対処するため、1890 年の鉄道網の

計画と 1937年のアウトバーンおよび主要道路網の計画による歴史的な操作変数が用いられ

ている。 

その結果、アウトバーン距離の地域的な変化が雇用と賃金に与える因果関係は、統計的・

経済的に有意であることがわかった。 

また、結果として、1937 年から 1994 年の間にアウトバーンの長さが 1 標準偏差増加す

ると、1994 年から 2008 年の間に、雇用は 2.7％から 3.4％、賃金は 3.0％から 3.7％増加す

ることが明らかになった。この結果は、地域区分や同定方法、推計方法の変更に対してロバ

ストである。 

 

感想 

 今回の論文は、今年の伝統班の論文に使う為というより、自分の研究計画書執筆のために

読んだ論文だった。特に、歴史的な要素を使った操作変数法の例として興味深かったのは確

かだが、やはり強い操作変数を見つけることは難しく、適切な結果を導き出せない可能性が

あると今回強く感じた。 


